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地域包括ケア推進事業取組報告 
 

「北九州市における 
地域包括ケア推進事業の取り組み」 

北九州市保健福祉局地域支援部 
いのちをつなぐネットワーク推進課 花井さくら 

 
平成23年9月13日（火） 



北九州市とは… 

＜概要＞ 

・人口 ９７万４７８０人（H23.8.1） 

・世帯 ４２万３７７６世帯（H23.8.1） 

・高齢化率 ２４．９％（H23.3.31） 

・介護認定率 ２１．４％（H23.3.31） 

・介護サービス利用者 ３万９２８６人 

            （H23.3.31） 

・介護保険料 ４，４５０円（H21～H23） 



‐ 報告 ‐ 

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 

 「地域包括支援 
  ネットワーク強化推進事業」 
２ 地域の実情に応じた事業 

 「介護予防ケアプランとホーム 
  ヘルプサービスの生活機能 
  向上促進モデル推進事業」 



１ 地域包括支援センター等機能強化事業 

 「地域包括支援 
   ネットワーク強化推進事業」 
 
 
 
  ・事業目的 ・事業概要 ・実施内容 
  ・工夫点  ・事業効果 ・課題  



１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 

（１）事業目的 
  ・地域包括支援センターがＮＰＯ法人等の 
   地域の市民団体と意見交換を行い、高齢者 
   を包括的に支援する社会資源の情報を収集、 
   整理、データ化することで、地域包括ネッ 
   トワークの強化を図る。 



（２）事業概要 
  ア 地域包括支援センターとＮＰＯ法人等 
    の市民団体と地域包括ケアに関する意見 
    交換や情報交換を行う。 
  イ 高齢者を包括的に支援する社会資源を 
    集約した冊子を作成する。 
  ウ 地域の関係機関に作成した冊子を周知 
    し、社会資源として活用する。 

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 



（３）実施内容 
  ア スケジュール 
    市民団体等との意見交換会①（10/8） 
    ＮＰＯ法人等の意見交換会（11/16） 
    市民団体等との意見交換会②（12/24） 
    市民団体等との意見交換会③（1/26） 
    冊子作成（3月末） 
  イ 経費：２４万円 

 

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 



（３）実施内容 
  ウ 意見交換会メンバー 
    ・学識経験者 
    ・障害者団体の代表 
    ・ＮＰＯ法人の代表 
    ・市民団体の代表 
    ・民間企業の代表 
    ・地域包括支援センター職員 他 

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 



（３）実施内容 
  エ 作成した冊子  

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 

 

 

 

               

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  福祉有償運送は、非営利活動法人(ＮＰＯ)や社会福祉法人等が、 

心身の状態により一人では移動及び公共交通機関の利用が難しい 

方を対象に行う、非営利の送迎サービスです。 

 

 

 

 

必要な方に 

必要なサービスを提供するために 

福祉有償運送の特徴を十分に知っていただくなど 

皆さんのご理解とご協力が必要です。 

 

 

 

 

北九州市 保健福祉局 

１ 福祉有償運送の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 高齢者相談窓口：地域包括支援センター ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 高齢者相談窓口及び障害者相談窓口では、相談者の状況に応じて、最寄りの実施団体を紹介 

  いたします。最終的な利用可否の判断は、実施団体が行います。 

 

１ 公共交通機関の利用が難しく一人での外出が困難な方などの支援を目的としています。 

そのため、以下のような場合、申し込みをお断りすることがあります。 

・ 公共交通機関やタクシー等の交通手段の利用が可能な場合 

・ 理由が「安い」だけでの申し込みの場合 

・ その他、実施団体の利用要件に該当しない場合 

（事業者別に利用要件があります） 

 

２ 利用申込者の状況に合わせて支援するため、原則、 

何回までとの取り決めはありません。まずは、『困っている』状況をご相談ください。 

 

 ３ 基本的にボランティア活動の一環としての送迎であるため、営利には当たらない 

実費程度の費用をいただいています。そのため、利用する団体によっては「回送 

料金」や「待機料金」「その他（介助料、添乗料、ストレッチャー、車いす使用料 

等）」の費用をいただく場合があります。 

  

４ 運転者は基本的にボランティアであるため、団体や依頼した日時によっては、 

運転手が確保できず対応できないことがあります。 

ご利用の際は、『特徴』を 

よく知っておいてください。 

＜使用例＞ 

・交通機関の利用が不便な場所に 

住み、頻繁な病院受診が必要な方 

窓　口 担当地域の目安（小学校区） 電話番号 窓　口 担当地域の目安（小学校区） 電話番号

門司１
伊川、大積、白野江、柄杓田、
松ヶ江北、松ヶ江南

0120-049233 若松１
赤崎、小石、修多羅、深町、
古前、若松中央、藤木

0120-192133

門司２
田野浦、港が丘、小森江東、
門司中央、門司海青

0120-283233 若松２
青葉、江川、鴨生田、高須、
花房、二島、光貞（八幡西区を除く）

0120-259133

門司３
小森江西、大里東、大里南、
大里柳、西門司、萩ヶ丘、藤松

0120-329233 八幡東１
祝町、枝光、高槻、高見（小倉北区を除

く）、槻田、ひびきが丘
0120-719133

小倉北１
足原、霧丘（小倉南区を除く）、桜丘、
寿山、富野

0120-079033 八幡東２
大蔵、河内、皿倉、花尾（八幡西区を除

く）、八幡（八幡西区を除く）
0120-835133

小倉北２
足立、貴船、小倉中央、三郎丸、
中島、藍島、城野（小倉南区を除く）

0120-127033 八幡西１
赤坂、浅川、医生丘、折尾東、
本城、光貞（若松区を除く）

0120-379733

小倉北３
到津、井堀、北小倉、中井、
西小倉、日明、高見（小倉南区を除く）

0120-259033 八幡西２
永犬丸、永犬丸西、折尾西、
則松、八枝

0120-512733

小倉北４
泉台、今町、清水、
南丘（小倉南区を除く）、南小倉

0120-853033 八幡西３
青山、穴生、熊西、竹末、萩原、
引野

0120-618733

小倉南１
朽網、曽根、曽根東、田原、貫、
東朽網

0120-349433 八幡西４
黒畑、黒崎中央（八幡東区を除く）、
筒井、鳴水、花尾（八幡東区を除く）

0120-729733

小倉南２ 葛原、高蔵、沼、湯川、吉田 0120-794433 八幡西５
大原、上津役、塔野、中尾、
八児

0120-059833

小倉南３
横代、若園、城野（小倉北区を除く）、
北方、霧丘（小倉北区を除く）

0120-803433 八幡西６
池田、香月、楠橋、木屋瀬、
千代、星ヶ丘

0120-139833

小倉南４
守恒、徳力、広徳、企救丘、
志井、長尾、南丘（小倉北区を除く）

0120-086533 戸畑１ あやめが丘、戸畑中央、中原 0120-209833

小倉南５
長行、合馬、市丸、新道寺、
すがお

0120-189533 戸畑２
一枝、大谷、鞘ヶ谷、天籟寺、
牧山

0120-199533

２ 他の輸送事業との比較  

 福祉有償運送 介護タクシー 一般タクシー 

対
象
の
条
件 

単独では公共交通機関を利用する

ことが困難な身体障害者、要介護

者、要支援者、その他（手帳等の

有無に関わらず、肢体不自由、内

部障害、知的障害、精神障害その

他の障害を有する者） 

要介護認定者（要介護１

以上の方で、乗降に介助

を必要とする方） 

＊要支援の方は、利用 

できません 

＊ケアマネジャーへの 

相談が必要です 

条件なし 

利用前の

手続き 

（登録等） 

実施団体の会員登録が必要 

＊会員登録が必要なこと予約が必要

なことから、緊急利用への対応はでき

ません。 

ケアプラン上の位置づ

けが必要 

なし 

会
費 

一部を除いてあり 

（実施団体によって金額が異なり 

ます） 

なし なし 

自
己
負
担
費
用 運

賃 

距離制、時間制など 

実施団体によって金額が異なり 

ます 

介護保険制度の規程に

よる自己負担分及び事

業者による設定運賃 

国土交通大臣の認可

運賃でのメーター制

によるもの 

実施団体 

ボランティアや非営利活動の実施

団体 

運送事業の許可を持つ

介護保険事業者 

タクシー事業者 

 

 

 

 

 

＜ 障害者相談窓口：区役所 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＊ 最寄りの地域包括支援センターもしくは、区役所の障害者相談窓口へお問合せください。 

＊ 受付時間は、月～金曜日（祝・休日を除く）の午前 9 時～午後 5 時です。 

どの輸送事業を選択したらよいか判らない場合は、ケアマネジャーもしくは、 

 最寄りの地域包括支援センター、区役所の障害者相談窓口へご相談ください。 

窓　口 電話番号 窓　口 電話番号

門司区 321-4800 八幡東区 671-4800

小倉北区 571-4800 八幡西区 645-4800

小倉南区 952-4800 戸畑区 881-4800

若松区 751-4800



（４）工夫点 
  ・市民ボランティアやＮＰＯ法人等の活動 
   から得られた社会資源の情報を基に意見 
   交換を行った。 
  ・地域包括支援センターが日常業務から感 
   じている問題点について、ＮＰＯ法人や 
   市民団体等と一緒に検討する場とした。 

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 



（５）事業効果 
  ・ＮＰＯ法人、市民団体等や地域包括支援 
   センターがそれぞれの立場で同じ問題に 
   ついて現状と課題を共有する必要性を再 
   確認することができた。 
   ・これまで使用していた冊子に加え、一般 
   市民にも広く周知できる冊子を作成し、 
   地域包括支援センターや区役所で、より 
   情報提供できるようになった。 

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 



●地域包括支援センター 
 の意向 
 
・市民からの移動に関 
 する相談に対応する 
 際に必要な市内の市 
 民団体やＮＰＯ法人 
 の活動状況を把握し 
 きれていない。 
・市民が選択しやすい 
 情報紙を希望。 

既存の「福祉有償運送」事業の更なる活用、 
相談窓口対応及び市民周知用の冊子の作成を行う 

●市民団体、 
 ＮＰＯ法人等の意向 
 
・提供するサービスに 
 ついて、紹介窓口と 
 なる地域包括支援セ 
 ンター等の関係機関 
 に正しい情報を把握 
 してもらいたい。 
・市民に正しい情報を 
 周知したい。 

意見交換 
課題の共有 



（６）課題 
  ・今回作成した冊子について、より市民に 
   周知する為の設置場所等について、ＮＰＯ 
   法人や市民団体、医療機関等、窓口を増や 
   し、地域包括支援ネットワークを強化して 
   いく必要がある。 

 

１ 地域包括支援センター等機能強化事業 
 「地域包括支援ネットワーク強化推進事業」 



２ 地域の実情に応じた事業 

 「介護予防ケアプランとホーム 
  ヘルプサービスの生活機能 
  向上促進モデル推進事業」 
 
     
    ・事業目的 ・事業概要  
    ・事業効果 ・課題  



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

（１）事業目的 
  ・介護予防の推進をめざし、要支援レベルの 
   在宅高齢者に生活機能向上プログラムを提 
   供し、その効果を検証する。   



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

（２）生活機能向上プログラムとは 
  ・生活機能の向上をめざし、高齢者自身が取 
   り組むためのプログラム 
  
 媒体＞ア ヘルパーの介護予防活動記録 
    イ 私の介護記録 
    ウ 介護予防体操 
    エ ヘルパー介入時のエクササイズ 等 
   ◆木村（京都府立医科大学保健看護研究科 教授）、 
      村井（石川県立高松病院作業療法科 主任専門員）、 
      田中（ＮＰＯ法人地域保健研究会会長）による検討会で作成された   



ア ヘルパーの介護予防活動記録 



イ 私の活動記録 



ウ 介護予防体操 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

（３）事業概要 
  ア 対象者の選定 
   イ ケアプラン会議の開始 
   ウ ヘルパーによる 
     生活機能向上プログラムの提供 
   エ 事前・事後評価 
   オ 分析 
   カ 準備作業 
      生活機能向上学習会、説明会、 
      対象者への説明・同意確認 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

ア 対象者の選定 
   
  介入群：25名、非介入群25名 計50名 
  ・要支援１もしくは要支援２ 
  ・地域包括支援センター受持ちケース 
  ・モデル事業委託先の受持ちケース 
  ＊平成21年度の「厚生労働省老人保健健康 
   増進等研究」の基礎データを基に委託、選定 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

イ ケアプラン会議の開催 
  
 ・参加者：介入群の受持ちケアマネジャー 
       介入群の受持ちサービス提供責任者 
       事前体力測定の測定者 
       司会者、記録者 
 ・会議内容：①介護予防ケアプランへの「生活 
        機能向上プログラム」の導入 
       ②目標の設定 
       ③運動プログラムの提案 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

ウ ヘルパーによる 
   生活機能向上プログラムの提供 
  
 ・期間：3ヶ月間 
 ・回数：週1回/30分間 
 ・内容：①訪問介護時にヘルパーが一緒に行う 
      機能向上運動プログラムの実施 
     ②利用者がセルフケアとして実施した 
      運動プログラムの聞き取り 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

エ 事前・事後評価 
 
 ・対象者：介入群 23名、非介入群 26名 
 ・内容：身体計測、体力測定（握力、脚筋力、   
      関節可動域、１０ｍ歩行、垂直跳び）、 
     日常生活状況の確認、痛み等 
 ・測定者：理学療法士、作業療法士等 
   ＊受け持ちケアマネジャー及びサービス提供責任 
      者が立会って実施 





２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

オ 分析（NPO法人 地域保健研究会に協力依頼） 

   
  平成21年度老人保健健康増進等事業補助金によ

る研究事業として、北九州市において、要支援者
の家事遂行能力調査や介護度悪化者の要因調査等
を行ったが、対象者のうち同社の訪問介護サービ
ス利用者が大半を占めていたため、今回その既存
データが活用できること、およびこのモデル事業
が当研究会の介護予防推進活動の重点課題と一致
していることから、会員研究職有志等のボラン
ティア参加の協力を得て、当ＮＰＯの自主研究事
業として分析。 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

カ 準備作業 
  
 ・生活機能向上学習会 
  サービス提供責任者を対象とした事前研修の開催 

 ・説明会 
  ケアマネジャーを対象とした事業説明の開催 

 ・対象者への説明、同意確認 
  ヘルパーもしくはケアマネジャーによる説明 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

（４）事業効果 
   
  ア 身体機能、体力及び活動意欲が改善した 
  イ 一定の身体活動量を維持できた 
  ウ 高齢者が自ら実践することができた 
  エ 対象者自身が改善を実感できた 
  オ 提供者が介護予防の実務を習得でき、 
    介護予防に関わる意義を再認識できた   



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

ア 身体機能、体力及び活動意欲が改善 
  
 ・週1回、3ヶ月間の生活機能向上プログラムの  
  導入により、介入群対象者の身体機能、体力 
  及び活動意欲などが改善し、家事遂行能力が 
  向上した。 
 ・非介入群対象者の身体機能、体力、家事遂行 
  能力は、維持、低下が多かった。 



■10ｍ通常歩行速度（ｍ/秒）による効果測定 

 ・3ヶ月後に介入群は有意な改善を示したのに対し、 
  非介入群は変化を示さなかった。 
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２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

イ 一定の身体活動量を維持できた 
  
 ・生活機能向上プログラムの介入時期は、例年 
  より気温が低かったが、介入群対象者では、 
  一定の身体活動量を維持することができてい 
  た。 
 ・非介入群対象者には、運動量の低下が見られ 
  た。 



■加速度計による身体活動量〔歩数(歩／日) 〕測定 

 ・介入群では殆ど変化しなかったのに対し、 
  非介入群では有意な低下(約1000歩)を示した  
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２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

ウ 高齢者が自ら実践することができた 
  
 ・生活機能向上プログラム自体が、訪問介護 
  サービスの際に実施する介護予防メニューと 
  して安全（低強度）であり、高齢者の日常生 
  活に取り入れやすいものであった。 
 ・高齢者自身が日常生活の一部として、継続し 
  て実践することができた。    



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

エ 対象者自身が改善を実感できた 
 
 ・介入群対象者の多くが、歩行時の行動が早く 
  なったことなどを自覚することができた。 
 ・事前測定時には消極的な言動のあった対象者 
  が、事後測定時には「ええ検査してもらって 
  良かった」「自分のことが良く分かった」な 
  どの発言もあり、表情も明るくなった。 



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

オ 提供者が介護予防の実務を習得でき、 
  介護予防に関わる意義を再認識できた 
 
 ・介入群対象者へ生活機能向上プログラムを提 
  供したヘルパーやケアマネジャーが、本来の 
  自立支援のあり方や具体的な知識、実務を習 
  得でき、介護予防に関わる意義を再確認する 
  ことができた。   



２ 地域の実情に応じた事業 
 「介護予防ケアプランとホームヘルプサービスの 
  生活機能向上促進モデル推進事業」 

（５）課題 
   
  ・モデル事業終了後、ケアマネジャーやヘル 
   パーによる声かけは継続して実施されてい 
   るが、高齢者の主体的な生活機能向上プロ 
   グラムの実践継続ができるかが課題となる。 
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